
鳥取県立博物館 講堂
（〒680-0011  鳥取市東町二丁目124 電話： 0857-26-8042）

海ゴミ問題を考えよう

令和元年７月４日（木）13:30▶16：30

事前申込制
参加費無料
当日参加可

～海ゴミ問題の現状を知り、
これからの行動を考える意見交流会～

日時

場所

定員 250名

山陰海岸ジオパークの議論積み上げ型のステップアップ
会議は今年３シーズン目。そして今年もやりますＳＤＧｓ。
今年は、特にNo.13「気候変動に具体的な対策を」と
No.14「海の豊かさを守ろう」に焦点を当てます。
１回目は鳥取で「海ゴミ問題を考えよう」。今、世界で

問題となっている海洋プラスチックごみ。プラスチックは
私たちの生活を豊かにしてきた反面、捨てられたプラゴミ
が海に流れて、環境に、生態系に深刻な問題を引き起こし
ています。今回のステップアップ会議では、①海ゴミ問題
の現状を知る、②この問題を解決するために私たちができ
ることについてみんなで考えます。

山陰海岸ジオパーク推進協議会 ステップアップ会議 season3

基調講演 「プラスチックによる海洋汚染」
小島あずさ （一般社団法人 ＪＥＡＮ 事務局長）

取組報告／意見交換
前嶋宏（鳥取県漁協）…暫定水域周辺の海洋ゴミ回収
岩本敏浩（豊岡総合高校インターアクトクラブ）…高校生のごみ回収を通じた交流活動
田川公太朗（鳥取大学）…漂流ごみを考える日韓学生実践プログラム
丸田智代子（琴引浜ガイドシンクロ）…海ごみ問題環境維持活動、啓発、教育旅行
村尾久司（山陰海岸ジオパーク推進協議会）…個人で実践するゴミ削減活動

主催/お申し込み：山陰海岸ジオパーク推進協議会 Tel:0796-26-3783   Mail:geopark@pref.hyogo.lg.jp

次回予告
8月1日(木) 京丹後（アミティ丹後多目的ホール）
「先人の知恵を学んでこれからを生きる」
～地形・地質と災害の深い関係を知り、これからの災害に備える意見交流会～

7月23日(火)
ＳＤＧｓ体験ゲーム
兵庫県豊岡総合庁舎
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山陰海岸ジオパーク推進協議会あてにFAX,電子メール等でお申込下さい。
申込締切：７月1日（月）
申込内容：①お名前 ②お住まいの地域 ③連絡先

※団体でお申し込みの場合は代表者氏名及び他○名と人数をお書きください。
申込み＆お問合せ先：山陰海岸ジオパーク推進協議会 (担当：小池）
TEL 0796-26-3783   FAX 0796-26-3785 MAIL geopark@pref.hyogo.lg.jp
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氏名 連絡先

お住まい
の地域

京丹後市・豊岡市・香美町・新温泉町・岩美町・鳥取市・その他（ ）

所属

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

会
場
の
ご
案
内

※会場には駐車場がありませんので
近隣の駐車場をご利用ください

13：30～13：35 開会挨拶 / 秋吉秀剛
山陰海岸ジオパーク推進協議会事務局長

13：35～14：00 ＳＤＧｓについて / 郡山鈴夏
山陰海岸ジオパーク推進協議会専門員
2030ＳＤＧｓ公認ファシリテーター

14：00～15：00 基調講演 / 小島あずさ 氏

15：00～15：10 休憩

15：10～16：10 パネルディスカッション

16：10～16：30 山陰海岸ジオパーク行動計画改訂について

登
壇
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

① 小島 あずさ（基調講演/コーディネーター）
1988年に日本初の布製買い物袋を企画制作販売。
1991年1月にJEANの設立に参加、以来海洋ごみ問題の解決のためにクリーンアップキャンペーンや、普及啓発
などを行う。ICC（国際海岸クリーンアップ）の日本のナショナルコーディネーター。

（こじま あずさ）

② 前嶋 宏（パネリスト）
鳥取県漁業協同組合指導部長。漁場の清掃活動として、韓国と日本が共有で漁場とする暫定水域で、漁業者の
立場から不法に投棄される漁具の回収を行う。

（まえじま ひろし）

③ 岩本 敏浩（パネリスト）
兵庫県立豊岡総合高校の教諭。豊岡インターアクトクラブの活動として海岸漂着ゴミを通して高校生の交流活
動やゴミ問題の啓発活動に取り組む。

（いわもと としひろ）

④ 田川 公太朗（パネリスト）
鳥取大学農学部生命環境農学科の准教授。韓国と日本の学生が両国間の漂流ゴミ問題について考えるために、
山陰海岸沿いの地域で、漂着ごみの回収活動を行う日韓学生実践プログラムを実施している。14 年目となる今
年のプログラムでは、海岸でのマイクラプラスチックの回収も行う。

（たがわ こうたろう）

⑤ 丸田 智代子（パネリスト）
琴引浜ガイドシンクロのジオガイド。京都府京丹後市の琴引浜で民宿を営み、ガイド活動や海外の教育旅行誘
致も行う。鳴き砂で有名な琴引浜をゴミから守るために、拾ったゴミが入場券になる「はだしのコンサート」
の運営に携わり、ゴミ問題の啓発活動を行っている。

（まるた ちよこ）

⑥ 村尾 久司（パネリスト）
山陰海岸ジオパーク推進協議会事務局職員。昨年、琴引浜で開催された「マイクロプラスチックゴミ」の講演
で小島あずささんの講演を聞き、プラスチックゴミの問題に危機感を覚え、ゴミ削減活動に開眼。プラゴミ削
減を徹底的に実践中。

（むらお ひさし）

mailto:geopark@pref.hyogo.lg.jp

